






































（ 年 月ヘイズ時期)， （ 年 - 月ヘイズ時期)，





ムレーション粒子の数濃度の比 を定義し， - 年にわたっ
てこの指標が 日（通常 月 日）± 週間で変化し，エアロゾル特性が変化していると
報告している．これより， 回のキャンペーン観測， （ 年 月 日~ 月





























観 測 方 法
および ではアルフレッドウェゲナー極地海洋研究所（ドイ






















図 時に （ ）へ搭載されたエアロゾル観測装置の概要
北極域対流圏春季エアロゾルの散乱係数，粒径分布，輸送形態














年 月 日の飛行中におこなったブランク測定の結果を図 に示す．図中の高度から
わかるように， 程度で目的観測領域に到達後，高度数十 から高度 まで
高度で水平飛行をおこなった．これが での典型的な観測フライトパ
ターンである．エアロゾル粒子カットフィルタ （ー ）は，図 の イン
チサンプルラインとネフェロメータの間に設置されており，このフィルターによって





散乱係数は × ??［ ??］程度で推移した．飛行高度変更による気圧変化や上昇・下降な
ど航空機の飛行状態変化は，散乱係数のブランク値に顕著な影響を与えなかった． 秒ごと
に得られた全ブランク測定データ 個は，図 中の挿入図のように分布しており，その
平?値は × ??［ ??］，標準偏差は × ??［ ??］であった．これは装置（
）の仕様である「 秒平?で × ??［ ??］の検出限界」とほぼ一致して
いる．以上の結果より，本報告では × ??［ ??］以上の散乱係数について議論する．
アークティックヘイズの空間的広がりと消滅 ヘイズ期，非ヘイズ期の比較
アークティックヘイズの最盛期におこなった キャンペーン中で，最もアー
クティックヘイズが高濃度に現れた 年 月 日の散乱係数の鉛直プロファイルを，
アークティックヘイズ消失後（以下，清浄期）のもの（ ， 年 月 日）
と併せて図 に示す． 年 月 日は観測期間中で最もヘイズが高濃度になった日で












， で得られた散乱係数の 分平?値の全データを， ご
との高度プロファイルとして図 に示す． で得られたデータ数はそれ
ぞれ ， であり，最も少ないものは の高度 - で，データ数は
であった．
アークティックヘイズ期の キャンペーン中に得られた全フライトでの散
乱係数の平?値は，地表から高度 までで × ??［ ??］程度であり，上空に行くに
従って徐々に小さな値となった．一方，アークティックヘイズ解消期から清浄期に相当す
る キャンペーンでは，地表付近の最高値でも， × ??［ ??］レベルであり，

















月 ， ， 日にそれぞれスバールバル島周辺でおこなった， 度の観測飛行で得られた
散乱係数の高度プロファイルを図 に示す． 日は低高度域も含めて散乱係数は × ??
















られた．アキュムレーションモード領域の各粒径（ ， ， ， ， μ ，
では加えて μ ）以上の大きさを持つエアロゾル粒子数を計数する の測定値を用
い，エアロゾル粒子が粒径に対して対数正規分布を取ると仮定し，幾何平?径，幾何標準
偏差を求めることができる．このようにして得られたアークティックヘイズ期と清浄期の
エアロゾル粒径分布を図 に示す．それぞれ， 年 月 日の高度 ， 年
月 日の高度 における各粒径ごとのエアロゾル個数濃度データを用いた．粒径分


































内，前半部（ ， ）および後半部（ ， ）に得られた粒子個数濃度の高度
プロファイルを示す．前半部では 付近の高度に - μ の粒径を持つ粒子が高





から図 の手法を用いて求めた幾何平?と総粒子数濃度の高度分布を図 ， に示す．
カーテンフライト前半と後半で相対的に粒子数濃度の高い高度が違っていたため，全体の
高度プロファイルは特徴的な構造を示さなかった．しかし，縦軸を温位にしてグラフ化す
ると図 ， のように温位 付近で幾何平?径，および総粒子数濃度の大きな層が見
られた．これはカーテンフライト前半と後半で，温位の高度プロファイルが異なっていた
ためである．図 に示すように，フライト前半はへイズ層が検出された温位 は高度




図 各上昇飛行時に得られたそれぞれ粒径領域 - μ （◆）および - μ （□）のエア
ロゾル個数濃度の鉛直プロファイル．全てのグラフの軸は左端のものと同一．
- μ ◆ - μ □
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